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医学部学生の地域医療学実習を受け入れました。

福井大学医学部3年生の水田さんが、地域医療学実習の一環
として当院で実習を積まれました。
実習期間中は、外来や病棟での診察見学等を通して、地域医療
の現場を学んでいただきました。
最終日には、実習で学んだ内容や感じたことを院内で発表して
いただき、職員にとっても貴重な時間となりました。

～水田さんの発表から～
この度、私は上中診療所にて、5日間にわたる地域医療学実習
をさせていただきました。今回の実習は、将来の医師としての
キャリアを考える上で、非常に貴重な経験となりました。医師が
少ない地域において、診療所がいかに地域と密接に関わり、
人々の暮らしを支えているかを肌で感じることができました。

～岡本所長からのコメント～
いい一週間を過ごされたと思います。
将来どういう道に進むかわかりませんが、地域医療
とは、家族・地域とつながりながら暮らしておられ
る患者さん一人ひとりを見守ることだということ
を、十分理解できたと思います。
今回の実習を通して得られた知識や経験を大切
な宝として忘れないでほしいです。
（診療所職員へ）
学生など若者を育てることも我々の役目であり
ます。職員それぞれの能力を十分発揮して、若者を
育てていって欲しいです。



父が亡くなった後、手入れの行き届かなく
なった実家の庭を更地にすることになり、父
が大切にしていた草木を少しでも残すことが
できれば、という気持ちで家に持ち帰りまし
た。
最初は紫陽花の枝を挿し木に。そのあと牡
丹、花菖蒲、苧環、雪下、石蕗などを掘り起こ
して。
月桂樹や白丁花、紫式部も挿し木で根付きま
した。紫式部は今、薄いピンク色から薄紫へ
と変化してきて、とても綺麗です。
忘れていた花の名前を思い出そうと、記憶
を掘り起こしたりネットで知らべたりしてい
ると、苺の花を摘んでしまって叱られたり、琵
琶の実が熟すのを待ちきれず、酸っぱい実を
食べた記憶なども蘇りました。
うまく花を咲かせられなくても、せめて枯ら
さないよう、大切にしていきたいと思います。

事務員

インフルエンザ・コロナウイルス
予防接種のお知らせ

１０月１５日（水）からインフルエンザ・コロナウイ
ルスの予防接種を開始します。
助成対象の方は、市町から郵送された書類を
お持ちください。
一般の方も同日から接種を開始いたします。
予約は不要ですので、直接ご来院ください。
わからないことや詳しいことは窓口へお問合
せください。

～休診のお知らせ～
１０月２７日（月）、３０日（木）、31日
（金）は整形外科が休診となります。
ご注意願います。

《 土曜日に接種できます 》

11月 8日（土）
11月22日（土）

両日とも AM 9：15～11：15 受付

予約もできますので窓口へお問い合わせください。
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